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3、考察―5人の手紙から学ぶこと―
（1）学生時代
〈ふれあいのある教育実習を〉・A氏は「教育実習が教師への意欲と結びつく
とよい」とし、時間的な余裕が少なく、子どもたちとのふれあいから得るも
のが少ないと、教育実習のあり方に問題を投げかけている。教育実習で一番
大切なことは、目の前の子どもと触れ合い、その成長を願い、子どもと共に
生活する経験、共に成長する経験ではないか。
・しかし、考えてみると、現在の校長は今から40年前に教育実習を受けたわ
けである。11人の校長のインタビューでは2名の校長のみが、教育実習の効果
を述べておられた。もう少し多くの報告があるかと思っていたので、残念で
あった。
・ところが、「その1・2」の論文を読んだ E氏が見事に教育実習の意義を体験
談として報告してくださった。E氏は48年前に教育実習を受けた。その想い
出を昨日のように書いてくださった。「担任や子どもたちに感謝している」と
まで書いている。大学生活が物足りなかったところへ教育実習で「カルチュ
アショックを受けた」とさえいっている。「担任の教師も片手間でなく、温か
い励ましをノートいっぱいに書いて下さった」とある。「子どもとも放課に一
緒に遊んだり話したりして、私の生活は一変した。」と。
・実習のあり方であるが、E氏は指導教官が「食事をしながら親しく話をし
て下さった」と述べている。3週間の実習終了後、現在の実習生が担任とど
ういう関係になっているだろうか。いっぱい飲んで、本気で語り合うという
実習生と指導教官がどれほどいるだろうか。「提出書類はどうか」「期限を守
れ！」といった事務的な面のみ強調され、感動的なものが少なくなっていな
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いだろうか。E氏の時代の今泉先生のような方も現在多く見えると思う。本
当に素晴らしい子どもや教師に出会うことが鍵である。
〈大学への要望〉 ・筆者自身、教育実習が大きな節目になった。個人的には、
実習に対する大学のサポート体制の充実が不可欠であると思う。単位を取る
ための「点」としての学びではなく、現場につながる「線」としての学びを
保障するシステムを各大学がどれだけ工夫しているか。このことは日本の教
師養成システムの根幹にかかわる課題と言えるのではないか。
・大学の教職科目の講義がおざなりになっている感がある。「その1」調査で
わかるように、すべての被調査者が大学の教職科目を自分の進路と結びつけ
ていない。それだけ、教職科目が魅力あるものになっていない。その意味で、
最近は、A氏のいうように校長経験者が大学で授業を担当するようになり、
校長経験者は理論と実践をつなぐ架け橋となれる方であり、今後も重視すべ
きである。
・筆者は大学の教職課程の目的は、学生たちが「教師はすばらしい仕事だ」
と思うようになることが使命だと考えている。その意味で、教職の素晴らし
さややりがいなどを説くべきだと考えている。
・大学生のころ、目的意識や切実感がないために、「大学での講義が殆ど役立
たなかった」ということがおこってしまうと思う。大学生が「何のためにこ
の講義が必要か」など、目的意識や切実感を持たせることを、大学がもっと
意識していく必要がある。
・C氏は大学教育への注文で、「専門科目が教育現場であまり役立っていな
い」という前調査の例にふれて、それを否定している。教職科目も専門科目
も共に必要であり、後に大学の恩師と共に理科関係の著書を刊行してみえる
が、専門科目は大事にしたいと強調している。とくに教員免許法の改正で、
教職科目の時間数が増え、専門科目の単位数の軽減がなされているが、これ
は問題である。中学校の教科担任として、専門性の強い教師でなければなら
ない。
（2）新任校赴任時代
〈先輩教師の存在の大きさ〉・ここで力量形成に強い影響を与えているのは「先
輩教師」である。中堅の自己確立期でも「先輩教師」の影響は大きい。しか
し、本人が「自ら求めた」から先輩教師たちが親身になったことはまちがい
ない。「自ら求める」姿勢を重視したい。
・勤務時間内はもちろん勤務時間外でこうした先輩と語らい、その思いに触
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れることで、若い先生方は触発されるのではないかと思われる。
・「先輩教師」との出会い、特に若い時の出会いがその人の一生を左右してし
まうことさえあると思う。
〈原体験〉・新任3年間の原体験は、次第に薄れていく。純粋な心情を蘇らせる
意味で原体験は重要である。新任赴任校での原体験を大切にしたいものであ
る。
・新任の所属校の管理職等が、こうした原体験をいかにして意図的に持たせ
るかが鍵を握っていると思われる。
〈新任教師を見守る温かい職員室があってこそ〉・E氏の新任校の様子がよく
わかる。なごやかな家庭的な雰囲気、新任教師 E氏を温かく見守る姿勢、何
でも言いあえる人間関係、しっかり授業をしていこうとする教師集団、ここ
に新任校のモデルのような学校を見ることができる。
・若いから許されるというおおらかな職場環境があってもいい。それが教師
を育てる条件かもしれない。筆者が若いころ、学級通信を年間300号書いた
が、隣の学級担任にとって内心気分はよくなかったであろうが、それを許し
てくださった。温かく見守ってくださった。今でも声をかけて下さる。
・A氏のいうように若いから許される、とても大事なことである。こうした
情熱を発揮させてあげられる職場の雰囲気をつくることが、何よりと思う。
若い教師には、「一途な情熱」で取り組んだことを大いに認めることが重要
である。しかし、この「情熱」の表れ方が多様化してきているかとも思われ
る。「自分流」で挑戦していくことを大事にしていきたい。
・「わがまま」「勝手」なことができる若手教師のパワーと、それを温かく見
守ることができる職場の雰囲気がある意味大切だと感じる。
・若い教師を温かく見守るという職場や地域（PTA）の援助がほしい。「その
1」で紹介した現職 A校長の新採時の保護者代表のことば「若いんだから思
うようにやりなさい」があったが、「地域からの応援」が今こそほしいように
思われる。若い教師を温かく見守る職場や地域（PTA）でありたい。
・学年の調和を大切にしていくことも当然大事なことであるが、自分の学級
を少しでも良くしたいという若手教員の情熱は大事にしたい。最近では、逆
に「もっとやれよ」と思ってしまうほど、新採教員の覇気がないとよく管理
職の教師から聞くことがある。残念である。
〈新任教員研修制度は有効か〉・新任教員研修制度ができて25年が過ぎた。そ
れはそれでいいのだが、現場ではそれが新任教師は指導教員に任せておけば
いい、余分な口出しをしない、私には関係なし、という風潮を生み、かえっ
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て新採教員が育たなくなってしまったという声を聞く。また、隔週の水曜日
に出張するというので、その分他へのしわ寄せがあり、かえって子どもとの
ふれあいがなくなった。教師は子どもと一緒にいるなかで育つという基本を
A氏は提唱している。
・現在の初任者には、学校内での学びが確かに少ないように思う。しかし、
制度のみが問題ではなく、各学校に相談に乗ってくれる中堅層の教員が少な
いこともこの要因と思われる。
〈新任校の校長次第〉・新任校の校長の影響もすこぶる大きい。加藤巌校長は
「授業を中核にした学校経営」を実践された。E氏の「毎日が授業研究だっ
た」という言葉がいみじくもそのすべてを語っている。当時（46年前）の週
案簿を氏は持っている。そこには「30年という教員生活の将来を持っている
若いあなたに期待したい。6月は全職員の研究授業を実施して反省している
ことですが、本校にも10年、20年と教育実践に取り組んできた先輩が多いが、
どれだけ教育効果が違うか。自分の打ち出している『もの』を持っているか、
という点を見るとさみしい。その先輩も若い時代には、希望に燃えた時代も
おそらくあっただろうと思う。どうしてそれがうすらいでしまったのか。あ
なたにはそういうことを繰り返させたくありません。研究的な日々の努力は
貴重なものです。無為な10年を経た人よりもはるかに成績が上がっていると
思います。今後の精進を期待します。」と書かれたと聞く。新任教師を育てよ
うとする加藤校長の姿勢が伝わってくる。新任を鍛える校長でありたい。
・加藤校長から見られる若い先生は大変でしょうが、大変だと思わせない何
かがこの校長にはあられたのだと思う。
・E氏に、厳しい中に成長できるやりとりを感じる。これこそが理想の「学
び合い」「高め合い」のある学校である。「新任1年目から他校を参観させて
いただいた」とあるが、他校を見てみることも、とても刺激的だと思う。そ
れだけ、授業を大切にせよ、授業は難しいという考えを校長がもっていたよ
うに思われる。校長の授業や学級経営に対する姿勢に学ぶ点がすこぶる大き
い。
〈新任教師と教務主任〉・とくに E氏は教務主任と同学年を組んだ。しかもそ
の教務主任が事務的な教務主任でなく、人間的、研究的な教務主任であった
ことが、E氏を大きく成長させたのではないか。教務主任が「上からの目線」
ではなく、「共に学ぼう」とする姿勢であったことが大きい。この先生は、授
業を自ら公開し、自ら教育論文も執筆された。しかも、個人の論文と、学校
全体の論文との両方である。E先生は「常に研修・研究に励む姿勢に畏敬の
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念を抱いた」とある。これだけの教務主任がおれば、職員もついていくはず
である。
・「尊敬する教師、モデルにしたい教師、目指したい教師」と自分なりに理
想の教師像を新採時に持つことができた E氏は幸せであったと思う。隣のク
ラス担任が教務主任であった。現在では考えられない制度であるが、E氏に
とっては生涯の師になったはずである。
〈子どもで勝負せよ〉・加藤厳校長は「子どもで勝負する」と言われたそうで
ある。素晴らしいことばである。かつて、ある教師が市教委から辞職の勧告
をされたとき、「私の教え子を見て下さい」と言ったそうである。「私の教え
子が悪いようでしたら、いつでもやめます。」これこそ本物の教師だと思っ
た。筆者はとてもそんな力はない。「子どもで勝負する」。肝に命じなければ
ならない。
〈学び合う姿勢を〉・C氏は青年教師のころ、小学校教師たちが、みんなで英
語の勉強会をしている場面に遭遇したという。後に大阪大学教授になられた
方もある。英語は小学校の教材研究ではないが、勉強する姿勢は子どもたち
に伝わったと思う。
・とかく職員室では、ギクシャクした人間関係が注目されたり、話題になっ
たりするが、「授業」に対して、先輩も後輩も同じ思いで学び合う姿勢こそ大
切である。
・「教師は子どもの人格形成や進路選択に大きくかわる」けれども、C氏は30
歳を過ぎてから、義務教育の子どもを育てることが自分の使命だと感じた。
若いころは「教師にあまんじない」というくらいの気概があった方が「教師
らしくない教師」であり、好感がもてる。
・学年の雰囲気や共によい授業を目指していこうとする姿勢の中で育てられ
た教師は本当に伸びると思う。また、その教師が指導する立場になった時も、
上手に若手教師を育てていくことができる。
・戦争中に師範学校へ進まれた方々は勤労動員などで勉強することができず、
戦後復員し、通信教育をされた方も多いと聞く。筆者の師、B氏もその一人で
ある。通信教育のレポート作成が「文章を書く力を鍛えてくれた」と述懐し
ている。勤務を終えてからの自宅での通信教育をされた姿を初めて知った。
貴い体験であると思う。新採時から学ぶ姿勢を、学び合う姿勢を持ちたいも
のである。
54
（3）自己確立期
〈研修のあり方〉・十年目研修や免許更新講習など、学校を離れての研修の効
果があるか否か見解の分かれるところであるが、子どもや授業を基軸にした
研修にしていくべきではないか。
・「子どもから学ぶ」ことを大切にしていくという点では、校内でその状況に
応じた研修ができると成果が上がると思う。また、子ども理解についても、
一緒に生活している教員同士で学び合うということが一番である。
〈惰性となるな〉・新しい職場、新しい校種など、常に人事交流で新鮮な気持
ちを持続するようにすべきではないだろうか。筆者は自分の経験から3～4年
で学校を変わって、新鮮な気持ちで子どもに対応したが、よかったと思って
いる。一校4～5年全力投球をすれば、いいのではないかと思っている。5年
やってできないものはそれ以上いても益はない。（中学校はもう少し長くて
もいいが）惰性となるな。「1年勝負」ということで、今年の目標を決めて勤
務することが大切である。
・人事交流が力量形成に影響することは確かである。人事交流を固定化しな
いで、小中学校間で、また地域間で進めていることは、「愛知」もっと言え
ば「三河」の強みである。義務教育を長いスパンで見通せる力と広い視野を
持つ教師の育成が、さらに重要になってくると思われる。
〈モンスターペアレンツと「教育の専門家」〉・自己確立期の中堅教員になる
と、A氏が指摘されるように「教育課題に対して自分なりの見解をもつ」こ
とが大切である。自分なりの意見を持つ勉強をしなければならない。保護者
からクレームをつけられたとき、自分の教育観をしっかり述べられるように
したいものである。
・なかなか手ごわい保護者が出て来ているのも事実である。中には発達障害
等を疑う保護者がいるようで、ひとりひとり対応していく難しさは分かる
が、教師は「教育の専門家」ということを忘れないでいただきたい。モンス
ターペアレンツ並の保護者が学校へクレームをつけてきたら、きちっと説明
することができる力を持ってほしい。
〈ポストが鍛えてくれた〉・自己確立期になると、学校の研究発表などの時、
研究主任等重要なポストにつかされる。研究発表会の責任者となり、発表要
項をつくるなかで力をつけていくわけである。とくに B氏は学校教育課長や
指導主事という役職につかされるなかで、いやおうにもみんなの前で指導す
るわけで、指導するには少しでもいいことを、と勉強する。つまり、「ポスト
が鍛えてくれた」と述べてみえる。
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・B氏の指摘される「ポストが私を鍛えてくれた」に大切な視点があると思
う。校長は若手を鍛えようといろいろなポストに抜擢する。筆者自身 B氏か
ら、そうしていただいた。
・また、学校規模により、鍛え方も異なってくるかもしれない。大規模校で
たくさんある歯車の一つとして過ごすこと以上に、小規模校で多くのことを
抱えつつ無我夢中で取り組んだ方が実になるとしばしば言われる。若手が大
量に採用されている今、初めの3～5年でいかに鍛えるかが勝負である。この
成否がこれからの10～20年後の愛知の教育に直接反映されると考える。
・筆者自身も研究発表を経験させていただき、とても勉強させていただいた。
いろいろな役割や立場を経験することで、力量を大きく向上させることがで
きる。
〈必ずいい先輩が出てくる〉・C氏の「成長のきっかけ」論は、研究指定校と
か研究校にいたということよりも、「自分でやる気」があり、頑張っておれ
ば、「助ける先輩が出てくるものだ」と言ってみえる。また、「チャンスを与
えてくれる先輩がいるものだ」と言ってみえる。「30歳くらいで、あの教科で
あいつがいる、といわれるくらいにならないとダメ」と強烈である。
〈手弁当の勉強会・自主サークルを〉・E氏は、自主的な勉強会を筆者と共に5
年間ほど行った。手弁当での自分たちだけの勉強会、学校の枠を越えて、若手
が集まった学習会はエネルギーがあった。今このような前向きの学習会はほ
とんどない。リーダーとなる講師がいるともっとよかったかもしれない。か
つて、（戦後のこと）K書店の2階に市内の青年教師が集まって読書会を開い
ていたという話を聞いたことがある。こういう雰囲気が今の西尾市にほしい。
・夜間、自主勉強サークルをつくって勉強会をしたということである。学校
の勤務時間が厳しくなっている現在、逆に勤務時間外にこうした自主的な学
習会（サークル）が有意義なものとなる。若い先生同士の横のつながり、先
輩との縦のつながりが自然にでき、若い教師の不適応も減ってくるのではな
いか。
・自主勉強サークルは、よい意味での競い合いを通して、E氏は教師として
生涯忘れることのできない場面に出会うことができたのではないか。基本は
「個」であるが、「仲間」がいることで、さらに成長することができるのは、
子どもも教師も同じである。
・5人の若手教師が「学級だより」に挑戦した。今でこそ「学級だより」を発
刊している教師は多い。しかし、45年前まだ少なかった。それを E氏は5人
の教師（ほとんど小学校勤務者だった）とともに、それぞれ実践した。手ご
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たえがあった。学級のできごとがすべて連絡されるので、子どもたちのまと
まり、勉強への取り組みができた。何よりも保護者の信頼が増した。
・「学級だより」とよく似た「黒板日記」を9年間続けた教師がいる。学級の
生徒全員のよいところを紹介するように心がけられた。生徒たちもそのこと
をわかってくれ、とても効果があったという報告を聞いている。
・今、このような自主的な取り組みが本当に少ないように思う。D氏の指摘
するように、「お上の言うなり」式に学級経営をしている教師も多い。E氏ら
のすごい情熱を感じる。
・若者の学習集団の場合、講師というか先導者を選ぶことが大切である。目
標とする先輩がいると、学習の方法、内容ともに効果的になる。そして研究
会など自ら求めて学ぶことが大切である。
・すばらしい講師や先輩の先生から学ぶことは価値があることである。講師
の選定にはかなりこだわっていい。また、自ら主体的に学ぶ姿勢がなければ
絶対に成長していかないと思う。そのことは、生徒も同じで、いかに意欲を
喚起するかが、授業等でも大切なのと同じである。
〈やらされ感からの脱却〉・「やらされる感覚はダメ」である。C氏の場合、附
属学校へ赴任し、毎年全国大会へ出席し、大学の先生に教えを乞うた。教科
調査官も紹介してもらい、授業の指導をしてもらった。まさに全国レベルで
ある。
・「やらされ感」からの脱却は、学び合う子どもと同様、教師にも求められ
る。その意味で、全国レベルの実践を、自分の五感を総動員して吸収する体
験は大変有効である。自ら求めて「自己を揺さぶる」場に置くことは、職種
を越えて必要なことではないか。
〈授業研究の虫となれ〉・昨今の教師は授業研究の出張を好まなくなった。他
の先生に迷惑をかけるとか、授業の進度が遅れるといった理由のようである
が、授業研究をしようとする意識が低い。他校に学んで、自分もいい授業を
しようという意欲が低い。「授業の虫」のような教師が少なくなった。かつて
はテープレコーダーやビデオを駆使して授業研究をしたものだ。
・教師のあり方、授業のあり方について、前年度のインタビュー調査におい
てはやや薄い感じがした。ところが E氏は「授業こそ命」という気持ちで取
り組んだ。特に教育学者の研究物を何回も丹念に読んだという。「授業の虫」
という構えを見習いたい。こういう面が今の教師に足りないのではないであ
ろうか。
・子どもをみとり、その実態をふまえた上で、つけたい力を明確にしていく
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ことが、授業づくりの最も大切なところである。
〈中学校でも授業研究を〉・小学校から中学校へ転勤し、授業研究が低下した
と E氏は述べているが、一般的に中学校へ行くと、授業研究の熱が低下する。
教科別に授業研究をするので、やむをえないかもしれないが、教科の枠をこ
えて授業研究ができる体制が望まれる。
・中学校は3つの柱があると考えている。教科指導、生徒指導、部活動であ
る。担任により異なるが、教科指導よりも部活動に比重がかかっている教師
が多い。これは本末転倒である。筆者自身、中学校教師として在職中は軟式
テニス部の監督を7年間つとめ、県大会、東海大会と駒を進めた。それでいい
気になっていたが、もう少し教科指導に力を入れるべきであったと反省して
いる。
・授業の基本は、どの教材でも、どの教科でも同じ。よい授業は教科の壁をこ
えて同じような要素がある。このことを理解する教師が多くなってほしい。
全校体制で授業研究に取り組む姿勢が望まれる。
〈外部での研究活動にも〉・力量形成の場面はいろいろあるが、E氏の場合、
大学附属校の共同研究員になったことが大きいと述懐している。公立校と異
なった研究の深み、重さを知った E氏は「田舎の中学校でもできないことは
ない」と発奮した。中堅教師たちにはいろいろなチャンス、機会がある。そ
れを与えてくださるのは校長や指導者である。しかし舞うのは本人である。
各校長が舞台に乗せてくれる。そこでうまく舞うか否か、本人にかかってい
る。
・自分の在職する学校以外の研究団体がどこにもある。筆者の市内には国語
サークル、郷土研究会（社会科）、算数数学研究会、科学教育研究会（理科）
などがそれである。こういう自主的な研究会に積極的に参加することが、こ
の自己確立期には必要ではないか。それらへの積極的参加は、学校とはまた
違った雰囲気で、力のある教師、先輩もおり、役に立つはずである。
〈学び合う職員室〉・教師集団がやる気になるということが大事である。学び
合う職員室の雰囲気が、子どもたちが学習する集団に変わっていく。「教師が
変われば、学校がかわる。」ということである。それは子どもだけでなく、保
護者・PTAにも伝わっていくという教師集団のあり方は厳しいものがある。
・学校全体が学び合う雰囲気がなければ現職教育ですばらしい講師を招へい
しても、研究授業をしても効果は上がらない。また、「教師集団が変われば、
生徒も変わる」というのもまさにその通りである。そして生徒が変われば保
護者からの信頼も高まる。
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〈先生の行動を見て育つ〉・「めざすべき教師の姿」は「その子に合う具体的手
立てを立ててわからせる実力のある教師」である。「生徒の心の内を開かせ、
その心に食い込んでいける教師」である。「子どもたちは先生の言うことを聞
いて育つのではありません。先生の行動を見て育つのです。」は、まさにその
通りである。若手教師にも、このことを口をすっぱく説いていきたい。
・「共に学ぶ」「共に育っていく（共育）」「生徒に教えられる」等の謙虚な姿
勢が、教師には必要だと感じている。そして、こうした教師の姿を生徒たち
もよく見ている。
〈大学で学んだことは生きるはず〉・大学で学んだことがあまり役に立ってい
ないという校長調査の結果が多かったが、C氏の場合、終生、大学の物理、
化学の先生と関係があった。師範から大学まで、自分の専門の先生に指導を
受けていた。著作なども一緒にされた。教科の専門家となった。大学の学生
も自分の専門の大学本来の学問研究をしないとダメだと思ってみえる。「自
ら求める姿こそ」大切であり、手弁当で学ぶ姿こそ必要である。現在の学生
のように就活に走りすぎることに C氏は警鐘を鳴らしている。
〈自分の愛読書をもて〉・E氏のように書物を紹介できる教員でありたい。現
場にいると日々の事柄に追われ、こうした時間をつくったり、こうした発想
を持ったりすることは難しい。故杉浦敦太郎先生（元西尾市教師・市史編纂
委員長）も「とにかく、本を買いなさい。例え“積ん読”でも構わない」と
言われたという。印象に残っている言葉である。
・上田薫氏の教育論は難しい。しかし、最近の現場の動向を見ていると、こ
の上田薫氏の言葉の重みを改めて感じる。ことばとしては「わかる授業」を
標榜していても、その内実は教師が早く「わからせたい」とせかすような状
況も見られる。人が「わかる」ためには「わからない」状況を冷静かつ正確
に分析することが必要である。とりわけ子どもに対しては「わからなさ」を
否定的にとらえるのではなく、じっくりと大切に扱う姿勢が教師に求められ
ていると考える。その点で、上田先生の思想の奥深さを実感できる。
・E氏は、日本を代表する教育者（実践家）の書物こそ座右において何回も
読んでいる。上田薫氏の哲学的な見方・考え方はそう簡単ではない。加藤厳
校長の「給料の一割は書籍購入に充てよ」はなかなか厳しいが、心したいこ
とばである。
・筆者は若い頃、上田薫の『知られざる教育』を何回も読んだ。感激した。
当時、教育学者としてトップだった。名古屋大学教育学部を訪れた。50年前
のことである。今でも私淑している。平成6年、「読売教育賞」を受賞した時、
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審査委員であった。私たちの実践を認めてくださったので、うれしかった。
〈「何か」と「いかに」〉・高久清吉氏の著書から E校長は「何か」と「いかに」
の関係を力説してみえる。「何か」をまずとらえることが生徒指導等において
大切である。日々おこっている諸問題について、その対応の仕方のみに注意
が払われがちである。子どもと直接対面している担任は、子どもが持ってい
る「何か」を大事にして理解していかなければならない。こうした「何か」
について話し合える学年集団、教師集団づくりが大切だと考えている。
・自分自身の読書不足を深く反省している。E氏の述べられている数々の名
言は、一つ一つがなるほどと納得させられるものばかりである。理論と実践
を備えた教師にならなければならない。
（4）管理職期
〈校長が変われば、学校が変わる〉・校長の姿勢は学校を変える。「校長が変わ
れば、学校が変わる」といわれる所以である。校長にもいろいろなタイプが
ある。外交的な校長もいるが、やはり子どもの方を見るということが大事で
ある。
・校長は学校内の管理、運営、経営の責任者であり、学校組織の長である。
学校のリーダーである。筆者も長年、校長に仕えてきたが、校長によって大
きく学校の雰囲気が変わる。職員が良くも悪くも変わる。校長は人格者であ
ることが最大の条件のように思われる。
〈初めに子どもありき〉・D氏の「子どもありき」の学校経営が基本である。
「管理職になってから、子どもを語られていない。」とさみしがっているが、
「先ず子どもありき」の学校経営、校長の姿勢が重要である。「子どもから学
ぶ」という姿勢が必要である。保護者も、子どもを大事にしておれば、安心
すると思う。変な小手先の技術を使う必要はない。
・教育を語るとき、理論・方法でなく、まず、子どもの姿から語りたい。そ
ういう教師は、子ども・親・同僚から信頼・尊敬されるにちがいない。
〈校長日誌・校長室だよりを〉・校長のやるべきことを、2つあげよと言われ
たら、筆者は即座に「全校児童の名前を覚えること」「校長室だよりを書く
こと」だと言う。A氏は田原市の河合俊郎校長のように「校長日誌を書くこ
と」だと言っている。筆者の「校長室だより」と同じことかと思う。「校長
室だよりが出せれば、学校経営は半ば成功」とも言われている。筆者は年間
250号発刊した。若い校長時代である。
・D氏の言葉から、蒲郡市元教育長松井史郎先生の「教育的敏感」という言葉
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を思い出す。単なる「経年家」になってしまうことなく、管理職こそ教育に
対する感性を常にみずみずしい状態に保つことが求められる。常に校長日記
や校長室だよりを書いていると、教育的敏感さが培われるような気がする。
松井教育長は、校長時代はもとより、教育長時代にも「六界の窓から」とい
う「教育長だより」を書かれていた。筆者は、若い時に仕え、「自分も管理職
になったら、これを書こう」と誓った。そして、校長時代4年間実践した。
〈家庭・地域との連携〉・教師、保護者、地域が一体となった学校運営であり
たい。「その1」の論文で紹介したことであるが、学校に不祥事があって、マ
スコミから学校がたたかれたとき、「学校も一生懸命にやっているがや」と地
域の方が応援してくれたという。こうでありたい。
・この年齢や立場になって感じるようになったことであるが、家庭や地域と
連携を深めていくことが大切なことだと思う。しかし、若手教師にはこうし
た意識が希薄な者が多いように感じる。その大切さを認識させていく必要が
ある。
〈骨のある管理職に〉・古い体質の教育界、地方ボスがいて若い指導主事や管
理主事をおどすといった面もなかったとは言えない。そんな時の C氏には骨
のある面がみられた。先輩として尊敬できる。
・西尾市におかれている「学校経営アドバイザー制度」には賛否両論がある。
C氏は賛成だが、A氏は反対意見である。何でもすぐアドバイザーに頼るの
はいかがなものか。A氏の言うように「責任者の気概」をもって決断すると
ころに校長の妙味があるかもしれない。そして、管理職は自分で判断すべき
であろう。多くの正確な情報を職員部下にあげさせなければならない。そう
いう指導をすべきであろうが。
・「校長は孤独だ」と筆者は書いたが、「校長は孤独だと思うようでは失格で
ある」と D氏は述べている。「自ら求めて子どもや親、地域の方々とふれあ
うべきである」と。開かれた学校にすべきだということであろう。
〈校長の姿勢〉・つまるところ校長の姿勢になると思う。E氏が指摘している
ように「授業を中核とした学校経営」が基本だと思われる。口では授業を中
核に据えて、とよくいうが、実際に授業を中核にした校長は少ない。それだ
け、自分が授業に対して、実力がないとできない。今でこそ、愛教大教職大
学院で「単元を通した授業研究」に着手しているが、45年前にすでにこれを
していた加藤厳校長の素晴らしさを痛感する。小・中学校の校長は県内1400
人と多くいるが、それをしている校長はほとんどいない。“授業”に正対する
校長の姿勢の大切さを主張したい。
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（5）　教職を振り返って
〈常に挑戦的に〉・80歳近くになる A氏が「常に挑戦的に」と言われる。こう
ありたい。意気を感ずる。生気に満ちた「日々新生」という教育に対する姿
勢が必要である。
〈求め続ける教職人生〉・「どの学校にも目標とする人がいた。」とあるが、筆
者自身もこれまで目標（尊敬）とする先輩から多くのことを学んできた。現
在、「ミドルリーダーの育成」が教育課題の一つとして大きく取り上げられて
いることも、まさにその通りだと実感している。
〈先輩・後輩の人間関係〉・先輩・後輩の人間関係の下に、教師の人格形成の
道程があったことを喜び合いたいし、素晴らしいことかと思う。いい職場の
人間関係が、よい学校づくりにつながっていくのではないか。いい職場がで
きれば、少々いやなことがあっても苦にならない。いやそれどころか、部活
動や出席率など成果が、どんどん出るものである。
〈協力によって生かされた〉・B氏が「無我夢中で職責を果たした」といってい
るが、一所懸命の40年間であったと思う。その中で痛感されたのは、先輩・
同僚・後輩の「協力によって生かされた」ことである。筆者自身も B氏に仕
えたが、人格者で誠実な方であった。部下として「この校長のためなら何で
もやらねば」と思ったほどである。そう思わせるほど、校長は人格者であっ
た。校長の条件は（教師も同じだが）人格が最大の条件である。
〈実力のある・心ある教師〉・教師としてのまとめとして、実力のある教師、
子どもの心に食い込んでいける教師、力の弱い子、障害のある子を切り捨て
ない教師をめざすべきだと C校長は述べている。子どもたちは先生の行動を
見て育つ、教師が「オレのことを真剣に考えていてくれる」と肌で感じたと
きこそ、子どもは成長するのだという C氏の主張は珠玉の言葉である。
〈信頼される教師〉・教育改革論議が華やかであるが、つまるところそれは「信
頼される教師」を育てることである。
・「教員は世間を知らない」とよく言われる。社会の動きに対応した教育活動
を展開していくことが重要である。相変わらず「塀の中の常識」で「お上の
言うなり」になっている人が多い現状ではないか、と D氏は憂いている。
・D氏の言われる「教育は人なり」に同感する。「いかに教師を育てていく
か」ということが、最近、特に叫ばれているように感じる。この論文の中に
その答えやヒントがいっぱい詰まっているように改めて感じる。
〈つねに研修・研究に励む教師〉・E氏は「私の教職人生の半分は、授業研究
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を中心に取り組み、悩み、苦しみ、喜びを味わうことができた。」と語ってい
る。様々な舞台に上げていただき舞台で舞うことができた。そして成長する
ことができたと過去を振り返っている。多くの出会い「縁」を生かし、誠実
に対応していくことが、教職人生を教師として生きる基本である。
〈教師として誠実に生きる〉・誠実な教職人生だった E氏。身近にあって真実
にそう思う。ある意味でかたくなに自分の主義主張を述べる。曲がったこと
が嫌い。そしてものの本質を問う生き方。適当にごまかすことがない。時と
して、もっと融通をと思うこともあったが、過ぎてみれば、氏の生き方、氏
の考え方の方が誠実さがあって気持ちいい。
・E氏が新任時の週案簿をまだ保存していたことは前に述べた。この1つの事
実を見てもいかに誠実なごまかしがない人生であったことがわかる。愛知県
の教師は5万といるが、新任時の週案簿を50年すぎてもまだきちっと保存し
ている教師はどれほどいるだろうか。実に見事な教師の生き方ではないか。
4．おわりに
　ある定年退職した小学校教師が、「ついに最後まで『教師』になることがで
きなかった」と言われた。教師という仕事は実に難しい仕事である。それだ
けにやりがいのある仕事である。その道は険しいが、この5人の先輩の心から
の叫びを読み、若い教師たちが心して精進されることを期待する。
　5人の先輩はそれぞれ謙遜して語られていたが、結局、「チャンスを見いだ
し、生かす」力量と努力を続けられていた。自分が認められないからといっ
て、不平をもらすのではなく自分の至らなさと向き合う度量をもつ教師だか
らこそ、確かな成長と成果を得ることができたと考える。自分の「不完全さ」
を嘆くのではなく、そこに「伸びしろ」が、つまり「完全」に接近する資格
（喜び）が与えられると信ずる。その意味で、西尾市には偉大な先輩が多数い
らっしゃるので誇りに思う。
　最後に、お手紙をいただいた5人の諸先輩に敬意を表し、感謝申し上げ、結
びとする。
